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高等教育の被服造形実習における

基礎段階のあり方に関する一考察

内田直子

UCHIDA Naoko

被服造形実習における、M校までの経験の案態と、短期大学で学んだことに閲する満足度や 

技術の理解度を調■耗し,短期大乍での被服造形実習の堪礎段階の乍習のあり方と今後の方向性 

を検討した,,凋迕方法は,1年次の时修者にK問紙法によるアンケー I、调舍を学涔W回の4月 

と1年次最終hlの1月に実施した,その結果,屮等教音では簡易な被服製作や节芸が多く,取 

り扱われた秘類も多様であった,短期人学で丨年問実習を学んだ学生の逮成感、満足感,充実 

感はいずれも80—90%を示した。しかし、技術の现解については,すべて一人で完®にわかっ 

ているとは3■い雖い。このことから,披服造形実習の祓礎段階においては、高校までの基礎部 

分を裨入しながら、常に理解のフィードバック、旅行して課題製作過程の節n毎に達成感を味 

わえる仕組みが必要であると思われる。

キーワード：被服造形突習、堪礎段階、技術坪解、逢成感

1.はじめに

本学家政学科ファッション專攻では,造形禎域の学 

锊科自としてrファッション造形実■拜j»をI. n,mと 

段階を追ってW修するようにカリキュラムを組み(I 

は1半次前期.nは1年次後期,mは2年次前期に関講), 

このうち,必修科0は「ファッション造形戈習ijの 

み,それ以降は選択科目としている。ただし、專攻で 

示している魄修プランの「ファッションクリエート系J 

の科0を修めたい者は,fファッション実習U」を 

「股則として魄修する科目Jとしており、魄修プラン 

のf販売■コーディネート系」の科IIを修めたい荇:こ 

も「⑽修するほうが窄ましい科E1Jとして位呎づけて 

いる。この他に、(社)衣料管理協会の衣ぞ槽理七の资 

格取得希望弃には「ファッション造形実習n』は必要 

科目となるため,事灾上「ファッション造形:M苦nj 

までは多くの学生が®修する状況:こある。

上記のカリキュラムでの位覼づけや資格取得科Hと

しての状況を考碰しa休的な実習现！超として、「ファ 

ッション造形実習丨jでは,基礎縫い,醐プラウス, 

龙地付きスカート,rファッション造形実昔njでは, 

ワンピース、簡易パンッを設定している。

このような状況下で,履修学生の高校時代の家庭科 

は,W庭.腿J「家庭総合j「生活技術」の3科0のど 

れかをW修すればよいという選択の幅があり、学生の 

高等教育機開人学前までの家庭科等での実矜経験は 、 

結果的に出身商校や出身科によって魄修した科Mの内 

容や取り扱う教材などによって多様となっている。こ 

れと並行して,近年の習指導要領にみる被^頗域は, 

寓習測超の簡易化、経減化の傾向がみられる。2,

このため,大学生の技能と被服製作休験の関述性11 

や被服製作に时する意織と縫製技術習得の実態11,製 

作時における巧緻性についてBなどの研究があり,姐 

学でも甲易化した内容の中等教育を経た学生における、 

卨等教行での製作：M習のあり方について、常に検討が 

なされている。

本稿では,特に著者が担当している「ファッション
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造形実铐1,1］」のw修者の短期人学人学までに受けて 

來た中等教育の実態や、短期大学の授業においての意 

識調査等から、高等教育の実習における_段階のあ 

り方を検討し、今後の方向性を検討したい。

2.方法

2.1調复対象及び時期

調喪対象者は,実習の受講前調査を「ファッション 

造形玄習丨」の賊修名-31名に対して2008年4月に実 

施し、同じく1年問の受講後調査をrファッション造 

の魄修者25名に対して2009年1に実施 

した

2.2调査内容

受搆前調査の内容は.(1)中学生、«校生時に製作し 

たもの、(2)授乾への希望,(3)1年次後期開講の！'ファ 

ッション造形実者IIiの时修希望の有無にっいてであ 

る。

受議後調在の内容は,(1)入学する前の実習の経験度, 

(2)技術の向上度、(3)W修後の達成撼、満足感、充実 

感,苦労の度合い,⑷部分縫いの理解度,⑸2年次前 

期開講の「ファッション造形実習nijの肫修希望の有 

無についてである。

2,3 ,调S方法

调充は質問紙法を用い,質問項Sは邋«式と自由記 

述式を併用した。また、受講前と1牢後の受講後の同 

一人の変化をみるため、学籍番号を整理番号として記 

させた。回収率は100%である。

3.結果および考察

1)中学生•髙校生時に製作したもの

中学生•髙校生時に製作した作品として、觉えてい 

る限り全て列挙させ、紀述のあったものを人数別にま 

とめたのが表1であるc屮学生時は、rエブロン」r力 

バン』などが主流であり、過去の教育課程にあった「ズ 

ボン•パンツjは3件,rスカートjはI件、この他着 

装するものとして「浴衣」1件であった〇このうち、「ス 

カート」「浴衣』は同一回答者であったため、31名中4 

名にあたる12.9%が,現代の中学生として(肚ヒ較的難易 

度の卉い作品を製作していた,

亮校生時においてようやく「ズボン■パンツ「ス 

カート』が取り扱われ,その他の作品植類も多漆であ 

る。実腔,個別回答をみると、被服系高校出身である 

といろいろな作品に取り組んでいるが、裨通科M校出 

身では家駐科担当教論の得意分野や学校のカリキュラ 

ム構成などの都合で、被服作りのところもあれば、手 

芸などで終わるところもあり,実に多棟多楼である。 

以上の結果より,丨ファッション造形実習IJという 

本尊攻での基礎段階では、この锿々な背景をもった学 

生が城修していることになる。

表1中学生、髙校生時の製作作品一覧

中字生時

作品名 純

エブロン 11

カバン,巾着など 10

人形、おもちゃ 4

お弁当袋 4

スポン,/«ンツ 3

クッシヨン 3

三角中 1

スカート 1

脑 1

シュ—*ズ入れ 1

テーブ/レク ス 1

座布団カバ= 1

縫いの練習 1

※実習組険なし 1

複数回答あり

複数回答あリ

髙校生時

作品名 仰

スボン、/くンツ 10

エブロン 6

スカート 6

カバン、巾着など 6

做 4

じんぺい 4

人形、おもちゃなど 3

3

ブラウス 2

シャッ 2
チヤイナドレス 2
ドレス 2
刺繡 2
手袋 1

パジャマ 1

Tシャッ 1

ペスト 1

さしこ 1

トップス 1

フンf-ス 1

タンクhッブ 1

ジャケット 1

女児服 1

スーッ 1

刺齡ッション 1

帽子 1

于ッシュカバー 1

三角巾 1

お弁当袋 1

赤ちゃんの肌着 1
はっび 1

※実習経驗なし 2
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3.2短期大学での授業への希望

自由記述であったが48.收の者が記述した。その内容 

は表2のとおりである。髙校時の费富な実为経験から 

積播的に敗り組みたい者,経験はないが前向きに敗り 

組みたいと思っている者、逆に、ほとんど経験がない 

ためこれからすることに不安を感じている者,または 

経験したことによって苦手盘織がある存、と前向きに 

捉えている者と気後れしている者とに大きく二分され 

ている傾向がある。

表2授業への希望

いろいろなもの 飾りたい。

高校の時がすごく楽しかったので、楽しくやりたい。

音段!こも•られる服もつく ってみたい。

できるだけ多くの作品を作りたし'(自分で着られる勤。

どこかく最低限のことはできるようにしたい。(出来るよ 

うにします)楽しい授業になればいいなと思う,

型紙などの書き方をしっかり学びたい。

自分の技術を鳝きたぃ。

今のところ造形の方は希望していない。けれど、習っ 

ておきたい„

知織がほとんどないので,基礎からしっかり学んでい 

きたぃ.

縫い物とかミシンが苦手なので,ゆっくり進めて欲し 

い。

中学.高校と全くミシンを使会がなかったので、わ 

かりやすく教えてほしい。

ゅっくりWたぃ,

わかりやすく教えて欲しい。

縫ったリするのが大の苦手である。高校の時から失敗 

したりした•なのでもっと上手くなりたいと思っている。 

デザインは前から得意で.楽しみである,,少しは上違 

できるよう1こ场％リたい.

裁縫は嫌いではないが本当に不得意だ。みんなにつ 

し*ていけるように努力します。场張る気はあります„

3.3人学する前の実習経験について

1与效:の「ファッション造形実習n jを終えた時点で, 

1年問の学習成果を再認識させるために、改めて入学す 

る前の「洋裁の実習の経験」について「相常にあるJ「か 

なりあるj「ややあるj rわずかにある］「無いjのどれ 

であるかを自己申告の形で問うたところ、図1に示す 

ように「わずかにあか48%,「ややある』3®と,多少 

の體があると思っている者は84%、「無い」］6%で、髙 

校8射tに数多く取り組んできた学生でも,「かなりあ 

る」という認識は持っていない結果であった.

非常にある

_い かなりある

図1入学前の洋裁実習の経験

3.4洋裁技術の向上度

3.3の調査結果を踏まえ、r短大に人学した頃に比べ、 

では現在,洋裁の技術が向上したと思うか」を丨とて 

もそう思うj「ややそう思うj「どちらでもないj rあま 

りそう思わないJ「全くそう思^ないjの5段階評価で 

辱ねた。結果は図21：^すように,「とてもそう思うJ 
)6%.「ややそう思うJ 76%と、92%の者が多少なりとも 

向t:したことを魅識している,,特に、人学する的に実 

習祥験のr無いj刷は、全員「ややそう思うjと回答 

している。

m
どちらでもない とてもそう思う

ややそう恩う 

?es
図2洋ft技術の向上度
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3.5学習を終えての逮成感等の盘®

「ファッション造形実習n jを終えた時点で達成感, 

満足感,充実感がどうであったか、［とてもある』「や 

やある」「どちらでもない_!「あまりない』「全くないJ 

の5段階評価で4ねた〇結果は図3にボすとおり,逹 

成感,満足感、充実感はともに,［あまりない』［全く 

ないjと回答した者■はなく、rとてもあるj「ややあるj 

と肯定的な回答した結果を合算すると96%、92%, 84% 

となり,全体的に多くの学生がこれらの感悄を#定的 

に抱いている。特に達成感は、この3つのうちで 4 

てもあるJの評価が髙く、課題を仕_Eげることによっ 

て、この感情が培われていったと思われる。

ただし、充実感はrどちらでもないj1热とこの値が 

逮成感や満足感の結果より箱かった.この回答をした 

者は技術の向kが「どちらでもない」、または、満足感 

が「どちらでもない」などと回答した者にみられたこ 

とから、充実感というものは、学習時問に対してかけ 

た労力が見合っていたか,負构だったか、などに左右 

されるのではないかと推察される。

漏 extAi. **■*■* t'tbiTtW い■,くない

さらに「製作をしていく上で苦労したか」について, 

「とてもしたj rややしたj rどちらでもないj rあまり 

しない」［全くしない」の5段階评価で辱ねた<,その結 

果.図4に示すとおりrとてもした」52%と過举数以上 

の者がとても苦労を感じており,「ややした」42%を含 

めると、92%と太半■の者はなんら力'«苦労を感じていたく, 

しかし、•方で「あまりしないj『どちらでもないJと 

回答した者もおり,この回答者は個別データでみると 

髙校の時に比較的多くの作品を仕Hfていた者であっ 

た〇そのため卨校からの学習が短期大学で復習となっ 

ているため,长経験者より苦労は感じなかったのであ

以上から、今まであまり実習経験がないことが、こ 

の苦労と結びつき、その結果、_作品を仕上げた時 

は、その気持ちが逹成感として昇華され、この達成感 

の評価が卨くなったのではないかと思われる。

、trtし?= ややth とちらでtない»■まくuない

的 iocn
国4苦労の度台い

3,6学習した錢いの理解度について

「ファッション造形実習IJの最初の_として学 

習した基礎的な縫い方について、1平問経過した今、ど 

の程度理解しているかを_己採点として評価してもら 

った。その結果が図5である。何回も寓習中に出てく 

るものはr一人でもわかるjであるが、1.2回程度し 

力使わない方は,一人で出来るものは少なぐ 大 

羊は本を兑るか,人に縫い方のヒントを3われて思い 

出す結果となった.

本来なら,この時点でどの学生も一人でわかるが一 

番1aましい結果であるが,そのようになっていない現 

状を改善するため;こは、後期のift初や乍ばに実技確認 

をするなどで、マスターした技術を常にフイードバッ 

クさせ、紀憶に定荇させることが必要であると思われ 

る。

• 一人でt•わかる 本是みれぱわかる■霣われ.ればわかる>■よくわからない

3. 71:位段_目へのW修衔望率とその実際

受旗前調査でファッション造形実習丨の後、ファ 

ッション造形実習nを呀修したいか」を聞いたところ, 

r柚修を考えている」く±71.〇*. r质修を考えていない」 

は3.2%、「まだわからないJは25.8%の結果であった。 

その後、実際に［ファッション造形実習njを據修 

した者は80.热で、このうち,最初からw修を考えて実 

際魄修した者は58.1%,时修を考えていない、またはま 

だわからないとしながら、結果的に城修した者は22.6%
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であった。城修するかわからないとしても、受搆した 

授業での体験や白信から積極的に取り紐もうと考えて 

いる者.または资格取得への意欲からSiいだされる必 

要性等で、最初は苦手意識のある学生も、授卷での成 

功体験や科Hの必要性を認識させていくことにより, 

閲心を十分持たせられる能性があることが佝える。

だだ、逆に希窒していても結局履修しなかった学生 

も12.9Wり、この学生たちは1:記の成功休験が見いだ 

せなかったように思われる。このような学生が一人で 

G少なくなるよう、の進度の中での逢成感を感じ 

させる方法、例えば、毎回、逮成したことを棍觉化す 

るなど、今後より検討していきたい。

さらに,このrファッションi査形実習ujを柚修し 

た有(2S名)のうち,2年次の「ファッション造形実習 

IIIJの「靱修を考えているJとした者は88. 〇%であった, 

実際の埘修の有無は新牢度にならないとわからないが, 

少なくとも意厳の上では、rファッション造形実習|j 

の時にrファッション造形実習II jの收修希错が71.〇% 

であったことと比較すると、学習経験の深さと期問の 

良さが、明確に次の段階に向かせる原動力になって 

いると思われる。

4.まとめ

本稿は、短期大学の波服の造形突習の铁礎段階にお 

いて,学生のそれまでの7:習経験の実態と短期大学で 

学んだことよって感じた満足度などや,技術の理解度 

について調夜した。その結果、中学生時に製作したも 

のは「エプロン』や「カバン」、高校生時では「ズボン• 

パンツJ「スカートJとある一方で、簡易な披服や尹芸 

といったものも多く、全般に极われた種類は多搭であ 

り,中には実習の経験が無い者もいる,

短期大学で1年問実習を学んだ学生の逹成感、満足 

感、充激Sは、いずれも80-90%を示し、特に達成泌に 

関しては、苦労して取り組んだという总織と大きく関 

わっていると思われる。ただし、技術の现解度につい 

ては、部分縫いを例にとると、関わる回数の少ないも 

のは,記憶に定着しているとはaい難い。これは常に 

フィードパックさせる方法をとることが必要である。 

以上から、披服造形実習の炼礎段階においては,中 

等教育の復習および学習していない学屯の対処を兼ね、 

中等教抒でなされていたと思われる,醐部分を導入学 

習とし,その後は。常にフィードバックのシステム, 

故行して、課題製作過程の節H毎に违成感を味わえる 

教育方法の検必要だと考える。
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嘴成要本として研究対染に本授業を定め認激すると共 

に、資格取得のための実学であると定義して両義を満た 

すよう研究冃標を定めています。特に,今回の考察は. 

凋在対象の学生意識を統計の中でとらえ、技術理解,苦 

労の度介い,逢成感等の間係を追求し「常に理解のフィ 

ールドバックjが可能な方法をメカニズムの中から確克 

しようとするtので、変化す6卞生意娥の形態を捉える 

ことのW難を超え、その経純のなかにこそ学習の動機が 

あろと定め、結果、跌取な研究ftk果を得たと思われます。 

(担当：正治)
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